
2021年10⽉23⽇（⼟）15:00〜17:00

●JWW及び各団体の活動紹介
代表︓笹尾敬⼦（Woman50+Networkウーマンフィフティアップネットワーク 代表）
副代表︓永⽥京⼦（NPO法⼈ちぇぶら 代表理事）、難波美智代（⼀般社団法⼈シンクパール 代表理事）、増⽥美加（ NPO法⼈みんなの漢⽅
® 理事⻑、NPO法⼈⼥性医療ネットワーク 理事）
運営委員︓砂沢佚枝（⽇本インテスタージュ® セラピスト協会 代表理事）、内⽥容⼦（NPO法⼈ Blossom for all 理事）、⼩林彩起⼦（⼀
般社団法⼈セラピスト養成スクール 代表理事）、⿑藤早苗（⽇本腸ケア看護研究会 代表）、鈴⽊美江⼦（元気talk.jp 代表）、
髙本眞左⼦（⼀般社団法⼈セルフケア・ネットワーク 代表理事）、津村⿇⾐（Serendy-Links. セレンディ・リンクス 代表）、溝⼝綾⼦（⼀般社団
法⼈KSHS 代表理事）

プログラム内容

●祝辞︓対⾺ルリ⼦先⽣（産婦⼈科医、医療法⼈社団ウィミンズウェルネス理事⻑）

●基調講演
テーマ︓「アンコンシャスバイアス」を知って、気づいて、⼀歩踏み出す勇気に︕
守屋智敬先⽣（⼀般社団法⼈アンコンシャスバイアス研究所代表理事）

1970年⼤阪府⽣まれ。都市計画事務所、コンサルティング会社を経て、2015年、株式会社モリヤコンサルティングを設⽴。
管理職や経営層を中⼼に8万⼈以上のリーダー育成に携わる。復興庁「新しい東北」先導モデル事業に携わったことがきっかけと
なりスタートした復興地東北ツアーは、現在も継続提供している。
2018年、⼀般社団法⼈アンコンシャスバイアス研究所を設⽴、代表理事に就任。
研修受講者は5万⼈をこえ、育成した認定トレーナーも100名をこえた。企業での講演・研修だけでなく、アンコンシャスバイアスを切り
⼝に、「がんと就労」や「⼩・中学⽣にむけて」など様々な⾓度からお届けしている。著書に、『「アンコンシャス・バイアス」マネジメント』
『シンプルだけれど重要なリーダーの仕事』(かんき出版）、『導く⼒』(KADOKAWA)などがある。

⽇本⼥性ウェルビーイング学会（JWW)
第5回総会

問い合わせ先 ︓ ⽇本⼥性ウェルビーイング学会（JWW)
〒104-0061 東京都中央区銀座2-6-5 銀座トレシャスビル7F
メールアドレス ︓ jww.tokyo@gmail.com
HP ︓ http://jww.tokyo/

⽇本⼥性ウェルビーイング学会（JWW）では、
仲間になってくださる会員（団体・個⼈）を募集しています。
ぜひご⼊会ください。

参加費無料
お申込みはこちら→

Zoom
開催※17:00より、オンライン懇親会予定

先着80名限定

15時10分頃〜

16時30分〜

●ワークショップ講演
テーマ︓他⼈に聞けない⼥性特有フエムゾーンの悩み
・関⼝由紀先⽣（⼥性泌尿器科医）
⼭形⼤学医学部医学科卒業、横浜市⽴⼤学⼤学院医学研究科修了、⽇本⼤学グローバルビジネス研究科修⼠課程修了。
2006年横浜元町⼥性医療クリニック・LUNA開業。現在は、50歳未満の⼥性をスピーディーに診察する⼥性医療クリニック
LUNA横浜元町と50歳以上の⼥性の⼼⾝のエイジングケアを⾏う⼥性医療クリニックLUNA ネクストステージを主宰。
現在はグループ理事⻑。医学博⼠、経営学修⼠、横浜市⽴⼤学客員教授、⽇本泌尿器科学会専⾨医、⽇本東洋医学会専⾨医、
⽇本性機能学会専⾨医、⽇本排尿機能学会専⾨医。著書に、『⼥性の劣化をくい⽌めるちつのケア』（PHP研究所）ほか多数。

・増⽥美加さん（⼥性医療ジャーナリスト／⽇本⼥性ウェルビーイング学会副代表）
当事者視点に⽴った⼥性のヘルスケアや医療情報について執筆、講演を⾏う。
乳がんサバイバーでもあり、がんやがん検診の啓発活動を⾏う。
著書に『もう我慢しない︕ おしもの悩み 〜40代からの⼥の選択』（オークラ出版）ほか多数。
NPO法⼈「⼥性医療ネットワーク」理事「マンマチアー委員会」主宰。NPO法⼈⽇本医学ジャーナリスト協会会員

15時50分頃〜

コロナ感染が波状的に爆発的に広がる中、私たちはどこに向かっているのでしょう︖テレビで⼝⾓泡を⾶ばしているのは男性たちだけど、
国の体制の弱点は露わになっています。⼥性は、妊娠した、虐待した、誰に相談したらよいかわからなかった、そして⾃分の命や⼦どもの
命を犠牲にした。それでも⾃⼰責任を問われるばかり。災害にあたりもっとも弱い⼈たちの声は聞こえない。
私たちに何ができるのか、今考えましょう。

⼼とからだをストレスフリーに︕
〜つながることで社会はもっと良くなる〜
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